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東京など、道外からも大勢の参加者が駆け付けた

「
北
海
道
百
年
記
念
塔
解
体
差

し
止
め
住
民
訴
訟
」
の
第

２
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
る
前
日
の

１
月
23
日
、
道
は
本
格
的
な
解
体
工

事
を
開
始
し
た
。

　

一
方
で
記
念
塔
を
守
る
会
と
記
念

塔
を
支
え
る
会
（
東
京
）
は
、「
司

法
判
断
が
下
る
ま
で
工
事
を
中
断
す

る
よ
う
」
道
に
要
請
し
た
。

　

道
議
会
自
民
党
会
議
室
で
行
わ
れ

た
合
同
要
請
行
動
に
は
、
支
え
る
会

と
守
る
会
の
関
係
者
合
わ
せ
て
50
人

ほ
ど
が
集
ま
り
、
支
え
る
会
の
藤
岡

信
勝
共
同
代
表
（
新
し
い
歴
史
教
科

書
を
つ
く
る
会
副
会
長
）
が
道
の
担

当
者
に
要
請
文
を
手
渡
し
た
。

　

さ
ら
に
同
日
午
後
６
時
か
ら
札
幌

市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
白
石
区
）

で
開
か
れ
た
「
北
海
道
百
年
記
念
塔

訴
訟
支
援
前
日
集
会
」
に
は
、
解
体

差
し
止
め
を
支
持
す
る
人
た
ち
約
１

３
０
人
が
参
加
。

　

集
会
で
は
、
記
念
塔
を
守
る
会
の

野
地
秀
一
代
表
が
、

 

「
道
外
か
ら
も
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
“
百

年
記
念
塔
を
残
し
た
い
”
と
い
う
強

い
想
い
の
表
れ
。
記
念
塔
は
郷
土
の

誇
り
で
道
民
の
宝
だ
と
い
う
こ
と
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、
引
き
続

き
運
動
を
前
に
進
め
て
い
き
た
い
」

　

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
マ
イ
ク

を
握
っ
た
小
島
孝
之
記
念
塔
を
支
え

る
会
共
同
代
表
は
、

 

「
訴
訟
費
用
を
補
う
た
め
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
全
国
か

ら
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
支
援
を

い
た
だ
い
た
。
百
年
記
念
塔
解
体
が

極
め
て
関
心
の
高
い
問
題
で
あ
る
こ

と
が
窺
え
る
。
な
ん
と
し
て
も
解
体

を
阻
止
し
、“
開
拓
”
と
い
う
文
言

を
北
海
道
の
歴
史
に
残
そ
う
」

　

と
呼
び
掛
け
た
。

　

集
会
は
、
海
堂
拓
己
守
る
会
事
務

局
長
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し

た
後
、“
ど
う
守
る
記
念
塔
”
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
と
参
加
者
が

一
体
と
な
っ
て
百
年
記
念
塔
の
存
在

意
義
を
確
認
し
た
。

　

差
し
止
め
訴
訟
は
24
日
結
審
し
、

３
月
28
日
に
判
決
が
出
る
。

（
１
月
24
日
現
在
）

（
Ｗ
）

全国から応援の声

道の担当者に要請文を手渡す藤岡共同代表

解体に反対する人たちが道庁へ要請に

裁判中に本格的な解体工事が始まった

▲海堂拓己守る会事務局長▲野地秀一守る会代表▲小島孝之支える会共同代表▲藤岡信勝支える会共同代表

北海道
百　年記念塔解体差し　　止めアピール


